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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期
第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結累計期間

第37期
第３四半期
連結会計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

第37期

会計期間

自　平成20年
７月21日

至　平成21年
４月20日

自　平成21年
７月21日

至　平成22年
４月20日

自　平成21年
１月21日

至　平成21年
４月20日

自　平成22年
１月21日

至　平成22年
４月20日

自　平成20年
７月21日

至　平成21年
７月20日

売上高 (千円) 9,528,5819,216,2043,229,1963,558,03012,610,454

経常利益 (千円) 602,779566,802219,079254,958708,513

四半期（当期）純利益 (千円) 340,718340,938114,783157,992413,206

純資産額 (千円) ― ― 2,011,3232,377,7732,086,009

総資産額 (千円) ― ― 7,095,1367,448,7737,099,755

１株当たり純資産額 (円) ― ― 559.09 660.95 579.85

１株当たり四半期　　
(当期)純利益金額

(円) 94.70 94.77 31.91 43.92 114.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ― ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 28.3 31.9 29.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 238,575△275,210 ― ― 433,685

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △54,094△97,271 ― ― △100,328

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △376,205△253,767 ― ― △268,878

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) ― ― 2,041,8851,671,8382,298,087

従業員数 (名) ― ― 529 540 530

(注)　１　 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

　　載しておりません。

２　 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年４月20日現在

従業員数(名) 540 (159)

(注)　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に、当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載し

ております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年４月20日現在

従業員数(名) 465 (93)

(注)　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に、当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載してお

ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

区　分 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

（ソフトウェア開発） 　 　

　ＳＩサービス 273,692 75.4

合　計 273,692 75.4

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

区　分 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

（ソフトウェア開発） 　 　 　 　

ＳＩサービス 275,942 75.7 130,599 87.9

合計 275,942 75.7 130,599 87.9

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

区　分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　 フィールドサポート 527,401 90.5

保守 ネットワークサービス 1,318,359 175.7

　 メーカーリペアサービス 154,465 69.7

小　計 2,000,226 128.6

　 ＯＡサプライ 737,047 89.8

商品販売 オフィスファニチュア 91,713 36.5

　 ＩＴ関連機器 428,728 184.0

小　計 1,257,489 96.4

ソフトウェア開発 ＳＩサービス 300,315 81.3

小　計 300,315 81.3

合　計 3,558,030 110.2

(注) １　主な相手別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社内田洋行 839,897 26.0 1,494,351 42.0

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当連結グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

(１) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成22年１月21日～平成22年４月20日）における我が国経済は、新

興国の景気回復に伴う輸出の増加や政府の景気対策の効果等により回復基調で推移いたしました

が、高止まりする失業率など雇用情勢は依然として好転せず、デフレの長期化など懸念材料も多く、

今後、着実に内需主導の自律的な回復に向かうかは依然として不透明な状況でありました。

　このような環境下、当連結グループは第７次中期経営計画（平成19年８月～平成22年７月）の最終

年度の施策に取り組みました。

　当第３四半期連結会計期間の経営成績につきましては、補正予算執行に伴う学校向けＩＣＴ案件の

着実な捕捉によりネットワークサービス分野やＩＴ関連機器分野で大きく売上を伸ばし、売上高は

前年同四半期比10.2％増の35億5千8百万円となりました。

　損益面におきましても、売上高の増加により、営業利益は前年同四半期比15.3％増の2億5千4百万

円、経常利益は16.4％増の2億5千4百万円、四半期純利益は37.6％増の1億5千7百万円となりました。

　

当第３四半期連結会計期間における事業部門別概況は次のとおりであります。

①保守部門

　フィールドサポート分野は、営業強化に努めましたが、大型アウトソーシング業務案件の売上減

や個人向けパソコン修理の取り扱い減などにより売上高は5億2千7百万円（前年同四半期比9.5％

減）に止まりました。引き続き、プロジェクトマネジメント力の向上、コストダウンに取り組み、企

業のアウトソーシング需要の取り込みなど業容拡大に努めてまいります。

　ネットワークサービス分野は、学校市場における平成21年度補正予算執行に伴うＩＣＴ案件の売

上増により、売上高は13億1千8百万円（同75.7％増）となりました。今後につきましても、学校市

場でのＩＣＴ案件の取扱増、民間市場における新規顧客の開拓、サービスメニューの拡充に努め、

事業拡大に取り組んでまいります。

　メーカーリペアサービス分野は、パソコン入荷量の減少により売上高は1億5千4百万円（同

30.3％減）となりました。引き続き、メーカー営業強化による取扱量の拡大、コストダウン、サービ

ス品質の向上に取組んでまいります。

　この結果、保守部門の売上高は20億円（同28.6％増）となりました。
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②商品販売部門

　ＯＡサプライ分野は、有力顧客への直接販売強化による売上増はありましたが、企業のコスト削

減等の影響を受け、既存のサプライ品取扱い業者向け売上が減少したため、売上高は7億3千7百万

円（同10.2％減）となりました。今後につきましては、Ｗｅｂビジネス推進、直接販売の強化によ

る売上の拡大並びに物流コストの削減に継続して取り組んでまいります。

　オフィスファニチュア分野は、オフィス移転需要が低調に推移する中、コスト削減セミナーの開

催等、販売促進活動を強化しましたが、売上高は9千1百万円（同63.5％減）に止まりました。引き

続き、新規顧客の開拓を図り、売上拡大に努めてまいります。

　ＩＴ関連機器分野の売上高は、学校向けＩＣＴ案件の売上増により4億2千8百万円（同84.0％

増）と大幅に増加しました。

　この結果、商品販売部門の売上高は12億5千7百万円（同3.6％減）となりました。

③ソフトウェア開発部門

　ソフトウェア開発部門においては、地方公共団体向け並びに民間企業向けに営業強化に努めまし

たが、ＩＴ投資抑制の影響で民間分野が低調であったために、売上高は3億円（同18.7％減）とな

りました。今後につきましては、引き続き、地方公共団体、文教市場向けのサービスメニューの拡充

を図るとともに、民間市場を含めた営業力の強化とサポートおよび開発品質の向上に取り組んで

まいります。
　
　

(２) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、74億4千8百万円と前連結会計年度末比3億4千9百万円増

加しました。これは流動資産が、現金及び預金の減少（6億2千6百万円）等はありましたが、第３四半

期の売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加（7億8千2百万円）、たな卸資産の増加（9千5百万円）

等により3億2千2百万円増加し、固定資産が、ソフトウェアの増加（5千2百万円）等により2千6百万

円増加したことによります。流動負債は、短期借入金の減少（1億6千1百万円）等はありましたが、支

払手形及び買掛金の増加（2億8千7百万円）等により7千2百万円増加し、また、固定負債は、長期借入

金の減少（3千8百万円）等により1千5百万円減少しました。純資産は、23億7千7百万円と2億9千1百

万円増加し、自己資本比率は31.9％と前連結会計年度末比2.5％上昇しております。

　

(３) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半

期連結会計期間末比2億8千4百万円減少し、16億7千1百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動による資金の減少は、1億6千1百万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益(2

億7千8百万円）、仕入債務の増加（5億7千3百万円）、賞与引当金の増加（1億8千2百万円）等によ

る資金の増加はありましたが、売上債権の増加（9億5千1百万円）、法人税等の支払（1億5千7百万

円）、たな卸資産の増加（5千7百万円）等により資金が減少したためであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動による資金の減少は、1千8百万円となりました。これはソフトウェア等の無形固定資産

の取得（1千5百万円）、有形固定資産の取得（2百万円）等により資金が減少したためでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動による資金の減少は、1億3百万円となりました。これは長短借入金の減少(1億3百万円）

等により資金が減少したためであります。
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(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(５) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年４月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年６月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,600,000 3,600,000
 大阪証券取引所
（JASDAQ市場）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 3,600,000 3,600,000― ―

(注)　株式会社ジャスダック証券取引所は、平成22年４月１日付で株式会社大阪証券取引所と合併しております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年１月21日～
平成22年４月20日

─ 3,600,000 ─ 334,000 ─ 300,080

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年１月20日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成22年１月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己所有株式)
 普通株式　 2,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式3,596,000 3,596 ─

単元未満株式 普通株式　　2,000 ― ─

発行済株式総数 3,600,000― ―

総株主の議決権 ― 3,596 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式が494株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年１月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

ウチダエスコ株式会社 東京都江東区佐賀1-6-2 2,000 ─ 2,000 0.06

計 ― 2,000 ─ 2,000 0.06

(注)　上記自己保有株式には、単元未満株式494株は含まれておりません。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
８月 ９月 10月 11月 12月

平成22年
１月 ２月 ３月 ４月

最高(円) 451 455 419 400 368 383 380 415 454

最低(円) 426 415 386 335 341 368 351 375 408

(注)　　株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、それ以前はジャス

ダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（東京支社長）

取締役常務執行役員
(管理本部長兼東京支社長)

斉　藤　一　洋 平成22年１月21日

取締役執行役員
(管理本部長兼経理部長)

取締役執行役員
(管理本部副本部長兼経理部長)

久　保　博　幸 平成22年１月21日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月21日から平成21年４月20日まで）及び前第３四半期連結

累計期間（平成20年７月21日から平成21年４月20日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成22年１月21日から平成22年４月20日まで)及び当第３四半期連結累計期間

（平成21年７月21日から平成22年４月20日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月

21日から平成21年４月20日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年７月21日から平成21年４月20

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年１月21日から平成22年４

月20日まで）及び当第３四半期連結累計期間(平成21年７月21日から平成22年４月20日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年７月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,671,838 2,298,087

受取手形及び売掛金 3,501,292 ※2
 2,718,855

商品 130,142 42,291

仕掛品 34,826 27,310

原材料及び貯蔵品 7,049 6,479

繰延税金資産 234,883 184,439

その他 87,891 67,726

貸倒引当金 △2,762 △2,764

流動資産合計 5,665,162 5,342,426

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 298,647

※1
 312,231

工具、器具及び備品（純額） ※1
 54,141

※1
 62,756

土地 737,854 737,854

有形固定資産合計 1,090,643 1,112,842

無形固定資産 150,207 98,088

投資その他の資産

投資有価証券 70,901 62,991

敷金及び保証金 137,760 138,474

繰延税金資産 311,670 308,994

その他 25,661 60,632

貸倒引当金 △3,232 △24,695

投資その他の資産合計 542,761 546,397

固定資産合計 1,783,611 1,757,329

資産合計 7,448,773 7,099,755

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,837,287 ※2
 1,549,895

短期借入金 302,237 463,328

未払金 165,257 195,526

未払費用 331,187 353,948

未払法人税等 161,224 202,876

前受金 942,115 940,924

賞与引当金 489,102 365,535

工事損失引当金 1,233 －

その他 50,476 135,626

流動負債合計 4,280,122 4,207,661

固定負債

長期借入金 － 38,905

退職給付引当金 749,834 710,055

役員退職慰労引当金 14,326 22,003

長期未払金 25,657 33,817

負ののれん 1,059 1,303

固定負債合計 790,877 806,084

負債合計 5,071,000 5,013,746
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年７月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 334,000 334,000

資本剰余金 300,080 300,080

利益剰余金 1,740,063 1,453,088

自己株式 △903 △903

株主資本合計 2,373,240 2,086,265

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,532 △255

評価・換算差額等合計 4,532 △255

純資産合計 2,377,773 2,086,009

負債純資産合計 7,448,773 7,099,755
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月21日
　至 平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月21日
　至 平成22年４月20日)

売上高 9,528,581 9,216,204

売上原価 6,838,625 6,552,736

売上総利益 2,689,955 2,663,467

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 17,044 13,012

給料及び手当 881,520 917,639

賞与引当金繰入額 259,165 237,548

退職給付費用 78,414 90,404

役員退職慰労引当金繰入額 3,011 2,946

福利厚生費 79,132 75,029

賃借料 83,566 82,267

減価償却費 49,252 49,333

その他 637,009 633,899

販売費及び一般管理費合計 2,088,117 2,102,081

営業利益 601,838 561,386

営業外収益

受取利息 803 335

受取配当金 2,071 1,918

受取手数料 3,707 3,982

負ののれん償却額 244 244

その他 3,631 5,245

営業外収益合計 10,459 11,726

営業外費用

支払利息 8,506 5,074

その他 1,011 1,235

営業外費用合計 9,518 6,309

経常利益 602,779 566,802

特別利益

保険解約返戻金 － 22,831

会員権売却益 － 523

投資有価証券売却益 6 －

特別利益合計 6 23,355

特別損失

減損損失 ※１
 492 －

固定資産除却損 ※２
 436

※２
 131

特別損失合計 929 131

税金等調整前四半期純利益 601,856 590,026

法人税、住民税及び事業税 359,670 304,678

法人税等調整額 △98,532 △55,589

法人税等合計 261,138 249,088

四半期純利益 340,718 340,938
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年１月21日
　至 平成21年４月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月21日
　至 平成22年４月20日)

売上高 3,229,196 3,558,030

売上原価 2,330,035 2,610,587

売上総利益 899,160 947,442

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 4,850 4,130

給料及び手当 291,285 302,804

賞与引当金繰入額 82,875 85,802

退職給付費用 25,468 25,698

役員退職慰労引当金繰入額 1,062 974

福利厚生費 27,650 26,728

賃借料 26,870 26,770

減価償却費 17,096 17,325

その他 201,638 203,177

販売費及び一般管理費合計 678,798 693,410

営業利益 220,361 254,031

営業外収益

受取利息 236 119

受取配当金 150 140

受取手数料 967 921

補助金収入 － 808

負ののれん償却額 81 81

その他 215 770

営業外収益合計 1,650 2,841

営業外費用

支払利息 2,569 1,390

支払補償費 － 450

その他 363 73

営業外費用合計 2,932 1,914

経常利益 219,079 254,958

特別利益

保険解約返戻金 － 22,831

会員権売却益 － 523

特別利益合計 － 23,355

特別損失

固定資産除却損 ※１
 66

※１
 97

特別損失合計 66 97

税金等調整前四半期純利益 219,012 278,216

法人税、住民税及び事業税 185,720 212,319

法人税等調整額 △81,490 △92,094

法人税等合計 104,229 120,224

四半期純利益 114,783 157,992
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月21日
　至 平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月21日
　至 平成22年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 601,856 590,026

減価償却費 71,015 59,524

負ののれん償却額 △244 △244

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,511 △21,464

賞与引当金の増減額（△は減少） 197,331 123,567

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 1,233

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,597 39,779

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,896 △7,676

長期未払金の増減額（△は減少） △4,080 △8,160

受取利息及び受取配当金 △2,875 △2,253

支払利息 8,506 5,074

投資有価証券売却損益（△は益） △6 －

会員権売却損益（△は益） － △523

保険解約返戻金 － △22,831

固定資産除却損 436 131

減損損失 492 －

売上債権の増減額（△は増加） △160,867 △760,036

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,876 △95,937

仕入債務の増減額（△は減少） 32,664 303,520

未払金の増減額（△は減少） △7,527 △24,821

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,402 △14,591

前受金の増減額（△は減少） △130,868 1,190

その他 △98,372 △118,620

小計 510,167 46,884

利息及び配当金の受取額 3,135 2,593

利息の支払額 △8,715 △5,036

保険解約返戻金の受取額 － 22,831

法人税等の支払額 △266,012 △342,484

営業活動によるキャッシュ・フロー 238,575 △275,210

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △45,097 △32,963

無形固定資産の取得による支出 △8,967 △78,188

投資有価証券の取得による支出 △1,003 △967

投資有価証券の売却による収入 20 301

会員権の売却による収入 － 523

敷金及び保証金の差入による支出 △2,205 △1,129

敷金及び保証金の回収による収入 1,084 1,188

保険積立金の払戻による収入 6,745 16,453

その他 △4,670 △2,490

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,094 △97,271
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月21日
　至 平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月21日
　至 平成22年４月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △180,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △150,596 △99,996

自己株式の取得による支出 △619 －

配当金の支払額 △44,990 △53,771

財務活動によるキャッシュ・フロー △376,205 △253,767

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △191,724 △626,249

現金及び現金同等物の期首残高 2,233,609 2,298,087

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,041,885

※１
 1,671,838
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年１月21日　至　平成22年４月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半

期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は58,566千円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ17,183千円増加しております。

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が当第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

４　経過勘定項目の算定方法

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日)

前連結会計年度末
(平成21年７月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

建物 492,780千円
工具、器具及び備品 332,463千円

合　計 825,244千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

建物 476,668千円
工具、器具及び備品 310,972千円

合　計 787,641千円

――――――――――――
※２　連結会計年度末日満期手形の処理

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であっ

たため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計

年度末残高から除かれております。　

受取手形 211,809千円

支払手形 195,825千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日 
  至　平成22年４月20日)

※１　減損損失

　当第３四半期連結累計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

無形固定資産（遊休資産） 492千円

　当連結グループは、事業用資産については、管理会

計上の単位に基づきグルーピングしております。

　上記の無形固定資産については、遊休資産であり、

回収可能価額が帳簿価額に対して下落しているた

め、当第３四半期連結累計期間において帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、492千円を減損損失として

特別損失に計上しております。

　なお、回収可能価額は備忘価額をもって評価してお

ります。

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物 221千円
工具、器具及び備品 215千円

計 436千円

――――――――――――

 
 
 

 

 

 

 

 
 

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

工具、器具及び備品 131千円

計 131千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月21日 
  至　平成22年４月20日)

※１　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

工具、器具及び備品 66千円

計 66千円

※１　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

工具、器具及び備品 97千円

計 97千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日 
  至　平成22年４月20日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,041,885千円

現金及び現金同等物 2,041,885千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,671,838千円

現金及び現金同等物 1,671,838千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年４月20日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月21日　

至　平成22年４月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,600,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,494

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年10月15日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 53,962 15.00平成21年７月20日 平成21年10月16日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)及び前第３四半期連結累計

期間(自　平成20年７月21日　至　平成21年４月20日)において、当連結グループは、コンピュータの保守及

びソフトウェア開発並びにこれらに附帯する商品の販売を行っており、コンピュータ関連事業以外に事

業の種類がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年１月21日　至　平成22年４月20日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)において、当連結グループは、コンピュータの保守及

びソフトウェア開発並びにこれらに附帯する商品の販売を行っており、コンピュータ関連事業以外に事

業の種類がないため、該当事項はありません。

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)及び前第３四半期連結累計

期間(自　平成20年７月21日　至　平成21年４月20日)において、本邦以外の国または地域に所在する連結子

会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年１月21日　至　平成22年４月20日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)において、本邦以外の国または地域に所在する連結子

会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成20年７月21日　至　平成21年４月20日)において、海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、

記載を省略しております。

　

　当第３四半期連結会計期間(自　平成22年１月21日　至　平成22年４月20日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成21年７月21日　至　平成22年４月20日)において、海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、

記載を省略しております。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引については、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日)

前連結会計年度末
(平成21年７月20日)

　 　

　 660.95円
　

　 　

　 579.85円
　

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項　目
当第３四半期連結会計期間末　　　　(平

成22年４月20日)
前連結会計年度末　　　　　　　　　(平成21年

７月20日)

純資産の部の合計額(千円) 2,377,773 2,086,009

普通株式に係る純資産額(千円) 2,377,773 2,086,009

普通株式の発行済株式数(千株) 3,600 3,600

普通株式の自己株式数(千株) 2 2

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

3,597 3,597

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日 
  至　平成22年４月20日)

１株当たり四半期純利益金額 94.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純利益金額 94.77円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月21日 
  至　平成22年４月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 340,718 340,938

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 340,718 340,938

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,597 3,597
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年１月21日
至  平成21年４月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月21日
至  平成22年４月20日)

１株当たり四半期純利益金額 31.91円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 43.92円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月21日 
  至　平成21年４月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月21日 
  至　平成22年４月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 114,783 157,992

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 114,783 157,992

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,597 3,597

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年６月３日

ウチダエスコ株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　長　　澤　　正　　浩　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　野　　口　　昌　　邦　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウチ

ダエスコ株式会社の平成20年７月21日から平成21年７月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年１月21日から平成21年４月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年７月21日から平成21

年４月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウチダエスコ株式会社及び連結子会社の平成

21年４月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年６月３日

ウチダエスコ株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    長    澤    正    浩    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    野    口    昌    邦    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウチ

ダエスコ株式会社の平成21年７月21日から平成22年７月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年１月21日から平成22年４月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年７月21日から平成22

年４月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウチダエスコ株式会社及び連結子会社の平成

22年４月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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